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第１号議案 平成３０年度事業報告の件 

平成30年度事業報告 

（平成30年4月1日～平成31年3月31日） 

 

（１）ビジネス拡大支援 

（1-1）中国地域ニュービジネス大賞表彰事業 

（1-1-1）第26回中国地域ニュービジネス大賞 

中国地域におけるニュービジネスの健全な育成と振興を図るため、独創的かつ市場性のあるニ

ュービジネスを展開している企業・経営者等に「第26回中国地域ニュービジネス大賞」等の表彰

を実施しました。 

 

【表１ 第26回中国地域ニュービジネス大賞表彰結果】 

名 称 企業名 表彰事業 

大 賞 

(※１) 

福徳技研（株） 

（広島県広島市） 
ASRや塩害により劣化したコンクリート構造物の補修技術 

優秀賞 

(※２) 

（株）ｽﾍﾟｰｽ･ﾊﾞｲｵ･ﾗﾎﾞﾗﾄﾘｰｽﾞ 

（広島県広島市） 
患者に歩く喜びと笑顔を届ける歩行補助装置 

 農業法人(株)Ｄ＆Ｔファーム 

（岡山県岡山市） 
次世代作物で農業革命を、日本をバナナ輸出国に 

（株）ＹＯＯＤＳ 

（山口県山口市） 

ハンドアイ３Ｄカメラによるロボットピッキングシステム

の製品化 

特別賞 

(※３) 

（株）植田板金店 

（岡山県岡山市） 
多目的スモールハウス事業の全国展開 

（株）タハラ 

（広島県廿日市市） 
個性的な階段の提案型営業による市場開拓 

（株）鳥取林養漁場 

（鳥取県東伯郡） 
陸上循環濾過養殖システムの事業化 

（株）広島マツダ 

（広島県広島市） 
広島の象徴的商業施設「おりづるタワー」の企画､運営 

（株）MICOTOテクノロジー 

（鳥取県米子市） 
外観･内部共に人を再現した生命感じるロボット“mikoto” 

(※１)中国地域ニュービジネス大賞 （中国経済産業局長賞、中国地域ニュービジネス協議会会長賞） 

(※１)中国地域ニュービジネス優秀賞（中国地域ニュービジネス協議会会長賞） 

(※１)中国地域ニュービジネス特別賞（中国地域ニュービジネス協議会会長賞） 
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     図１  大賞表彰            図２ 受賞者記念撮影 

 

入賞事業につきましては上部団体である(公社)日本ニュービジネス協議会連合会（ＪＮＢ）主

催の「第13回ニッポン新事業創出大賞」へ推薦いたしました。その結果、以下の５社が入選され

ました。 

 

【表２ 第13回ニッポン新事業創出大賞表彰結果】 

賞 の 名 称 受 賞 企 業 名 

最優秀賞 ≪アントレプレナー部門≫ 

中小企業庁長官賞/公益社団法人日本ﾆｭｰﾋﾞｼﾞﾈｽ協議会連合会会長賞 

農業法人（株）Ｄ＆Ｔファーム 

（岡山県岡山市） 

最優秀賞 ≪アントレプレナー部門≫ 

独立行政法人中小企業基盤整備機構理事長賞 

/公益社団法人日本ﾆｭｰﾋﾞｼﾞﾈｽ協議会連合会会長賞 

（株）ｽﾍﾟｰｽ･ﾊﾞｲｵ･ﾗﾎﾞﾗﾄﾘｰｽﾞ 

（広島県広島市） 

特別賞 ≪アントレプレナー部門≫ 
福徳技研（株） 

（広島県広島市） 

特別賞 ≪アントレプレナー部門≫ 
（株）鳥取林養魚場 

（鳥取県東伯郡琴浦町） 

特別賞 ≪アントレプレナー部門≫ 
（株）MICOTOテクノロジー 

（鳥取県米子市） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図３ ニッポン新事業創出大賞表彰式 
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（1-1-2）第27回中国地域ニュービジネス大賞 

平成30年11月1日より「第27回中国地域ニュービジネス大賞表彰制度」の募集を開始し23社か

らのご応募をいただきました。 

従来は１次審査（書類審査）→２次審査（事業所訪問審査）のプロセスを経て入賞事業を決定

しておりましたが、より厳格な審査とするため、一昨年から２次審査に「事業プレゼンテーショ

ン審査」を加え、1次審査（書類審査）→２次審査（プレゼンテーション審査＆事業所訪問審

査）といたしました。 

第２７回のプレゼンテーション審査は、3月6日に岡山国際交流センター、3月7日にホテル広島

ガーデンパレスの２会場にて実施いたしました。応募企業からのプレゼンテーションのあと、審

査委員と発表者の間で、活発な質疑応答が行われました。今後、3月中旬の現地視察、平成31年4

月に開催されます第２回審査会、表彰委員会を得て第27回の入賞事業を決定いたします。 

１昨年から導入した、落選事業に対してのフォローとして、審査プロセスでの審査委員コメン

トのフィードバック、推薦機関と共同した支援体制の構築などにより応募事業主様の事業発展の

一助となるよう取り組んでいます。 

 

 

（1-2）新ＮＢ研究会 

現在の事業の体力強化を図り、さらに新たなチャレンジを行っていくため、共通の問題意識を持

つ会員が集まり、自分たちの問題解決に向けて検討を行う自主運営組織としての新ニュービジネス

研究会を本年度も継続しました。今後も会員企業の皆様の発意に基づき、支援機関とも協力し研究

会を立ち上げていきたいと考えております。 

 

（1-2-1）「クラウドファンディング研究会」 

これまで「購入型」、及び「ファンド投資型」、の２種類のクラウドファンディング（ＣＦ）を

活用した経験を持つ ナオライ株式会社（呉市） の三宅紘一郎社長をお招きし、平成30年6月に

「クラウドファンディング研究会」を17名の参加で実施しました。参加者は、今後ＣＦの活用を

検討している方やＣＦに興味のある方、企業の支援機関の方などが中心で、ＣＦ取組についての

プレゼンや、三宅社長への質疑応答などを通して、ＣＦについての理解を深めました。 

また7月には、近年新しいベンチャーファイナンスとして注目を集める株式投資型ＣＦ

「FUNDINNO（ファンディーノ）」を展開する株式会社日本クラウドキャピタルより講師をお招き

し「ベンチャービジネス資金調達セミナー」を開催しました。近年注目を集める株式投資型ＣＦ

の仕組み、現状、将来性、これまでに組成された投資案件など、スタートアップベンチャー、地

方創生ベンチャーの最新の資金調達トレンドについて学びました。セミナーの後半では、実際に

「FUNDINNO」を活用して資金調達を実施したベンチャー経営者をお招きし、体験談についてお話

しいただくとともに34名の参加者からの活発な質疑に答えていただきました。 

 

（1-2-2）「ファミリービジネス成功の要諦～欧州の超一流ファミリービジネスに学ぶ」 

7月26日、松江市において神戸大学大学院科学技術イノベーション研究科/経営学研究科 山本
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一彦教授を講師としてお招きし、欧州企業の実例をご紹介いただきながらファミリービジネスの

あり方についてご講義いただきました。事業承継が大きくクローズアップされる昨今、企業の経

営者のみならず、金融機関、支援機関の方々などに幅広くご参加いただきました。講義終了後は

参加者全員が山本先生へ質問をさせていただき、参加された方々は多いに刺激を受けられたこと

と思います。 

 

（1-2-3）「色彩を活用した事業展開」 

鳥取県の会員企業であるブリリアントアソシエイツ㈱様とピンク色を基調とした商品展開につ

いて効果的な市場ＰＲ手法などを検討するため、3月5日～8日幕張メッセにて開催されました

FOODEXJAPAN2019国際食品・飲料展へ出展し食品バイヤー・購買担当者の反応を調査しました。

今回はピンク珈琲ジェラートを出展しましたが、商品コンセプトである色彩と味のギャップが大

きなインパクトとなり、来場者の反応も非常に好意的でした。 

なお、ピンク珈琲ジェラートの製造は第2回中国地域女性ビジネスプランコンテストSOERU優秀

賞受賞のパッチェリービー様が担当しました。また、第2回SOERUワークライフシナジー賞受賞の

株式会社nido様と効果的な商品訴求について検討し、商品パネル、ディスプレイなどに反映させ

ました。 

これらの取組みの結果、同時開催の美食女子Award2019においてスイーツ部門金賞を受賞する

ことが出来ました。 

 

 

（２）経営改革支援 

（2-1）中小企業支援事業 

中小企業庁の委託により運営されている、全国約３８０万社の中小企業・小規模事業者とその支

援を行う支援機関や専門家のためのインターネットサービスである「ミラサポ」を利用して、ＷＥ

Ｂ上でのビジネス交流やビジネスツールの利用、補助金の電子申請等に加え、専門家派遣（年間３

回まで無料、豪雨により生じた経営課題に対する派遣は６回まで無料）による支援を実施しました。 

本年度に関しましては、平成31年2月まででミラサポ事業の新規専門家派遣の受付を終了しまし

た。企業の喫緊の課題相談（プライバシーマークの取得後のフォローなど）、女性起業家からのホ

ームページ制作相談、などがありました。ただし、企業の課題を３回（７月の集中豪雨により生じ

た経営課題は６回）ですべて解決することは難しいものがほとんどです。そこで、当初の課題発見

のヒアリングと今後の方向づけやECサイトの結果分析とアドバイス、製品の取扱説明書作成の具体

的なアドバイスなど対象企業の課題解決の一部をミラサポで行い、その他の支援は弊協議会と連携

している(公財)ひろしま産業振興機構に任せる支援スキームに取り組みました。 

また、平成３０年９月より７月豪雨により生じた経営課題については、６回まで専門家派遣が可

能になったことをメルマガ等で周知し、豪雨被災企業３社(計９回)の専門家派遣支援を行うことが

でき、豪雨被災企業から豪雨被害による売上減少に対する改善策等提案頂き、非常に役に立った旨

のお言葉も頂いております。今後も弊協議会の活動が少しでも地域経済の発展に役立てばと思いま

す。 
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【各県での参加プラットフォーム】 

・鳥取県：鳥取県中小企業支援プラットフォーム（代表機関 鳥取県商工会連合会） 

・島根県：島根県中小企業支援プラットフォーム（代表機関 (公財)しまね産業振興財団） 

・岡山県：岡山県中小企業支援プラットフォーム（代表機関 (公財)岡山県産業振興財団） 

・広島県：ひろしま中小企業支援ネット    （代表機関 (公財)ひろしま産業振興機構） 

・山口県：山口県経営支援プラットフォーム  （代表機関 (公財)やまぐち産業振興財団） 

 

【表３ ミラサポの活動実績】 

プラットフォーム 主な実績 

ひろしま中小企業支援ネット 

（構成機関：中国NBC） 

・対応企業件数：12社（うち７月豪雨被災企業2社） 

・訪問回数  ：延べ26回（うち豪雨被災企業８回） 

山口県経営支援プラットフォーム 

（構成機関：中国NBC） 

・対応企業件数：１社（うち７月７月豪雨被災企業1社） 

・訪問回数  ：延べ１回（うち豪雨被災企業１回） 

 

 

（2-2）平成30年度女性活躍推進基盤整備委託事業 女性起業家等支援ﾈｯﾄﾜｰｸ構築事業 

「平成30年度女性活躍推進基盤整備委託事業 女性起業家等支援ネットワーク構築事業」を中国

地域の代表機関として受託しました。昨年度に引き続き中国地域の自治体、創業支援機関や金融機

関、民間企業等で構成される『起業女子応援ナビ＠中国地域ネットワーク』として活動し、ネット

ワーク参加に協力頂いた機関・団体と連携して「女性の起業」を支援しました。 

受託3年目となる平成30年度は、広域での支援体制の充実を目指し取り組みました。鳥取県2か所、

島根県、岡山県各1か所、合計4か所で、自走化を見据え地域の核となる民間支援者に「広域相談窓

口」を依頼し、支援活動を行っていただきました。 

 

（2-2-1）構成機関との連携（※H31年2月末時点で34機関） 

連絡会議、メンター育成研修を通して各構成機関の支援内容の情報共有をし、女性起業家のス

テップアップのための連携をしやすくしました。 

 

【表４ 構成機関一覧 34機関】 

鳥取県 
（公財）鳥取県産業
振興機構 

鳥取県商工会連合会 （株）ナガトウ EMIINA 

島根県 島根県商工会連合会 島根県信用保証協会 
（公財）しまね産業
振興財団 

（株）Woman’s 

岡山県 
（公財）岡山県産業
振興財団 

真庭市 
（特非）輝くママ支
援ﾈｯﾄﾜｰｸぱらママ 

森脇史子行政書士 
事務所 

千道（株） 広島県 
（公財）ひろしま産
業振興機構 

（株）日本政策金融
公庫 

（株）日本政策投資
銀行中国支店 
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（独）中小企業基盤
整備機構中国本部 

（株）ソアラサービ
ス 

（株）Hint 
（特非）チルドリン
ひろしま 

（行）Asumia 

（株）広島リビング
新聞社 

(株）ハーストリィ
プラス 

おけいこドットコム 
（同） 

（公財）広島市産業
振興センター 

（特非）女性と子ど
もの自遊クラブ
mamanabi 

廿日市市 (株）山陽管理 山口県 
（公財）やまぐち産
業振興財団 

 

 

（2-2-2）連絡会議兼メンター育成研修の開催 

① 「第1回連絡会議＆メンター育成研修」【広島】6月30日開催 

第1回連絡会議では、本事業の説明を行うと共に、今年度

は鳥取県２か所、島根県、岡山県で合計４か所「広域相談窓

口」を設置し、EMIINAの藤田芳美様、（株）ナガトウの永東

昌美様、（株）Woman’sの宮﨑結花様、輝くママ支援ネット

ワークぱらママの藤井弥生様にご協力いただくことを説明し

ました。また、メンター育成研修では、藤井弥生様に「『専

業主婦→ぷち起業→起業』」、永東昌美様に「女性起業家のた

めのブランディングサポート」という題材でお話をしていた

だいたき、それぞれの機関での女性の創業支援体制について

共有しました。 

（参加者：連絡会議34名/研修32名） 

 

② 「第2回連絡会議」【広島】1月25日開催 

第2回連絡会議では、本ネットワークの今年度の取り組み及び成果の報告を共有すると共に次

年度のこの事業の方針について説明をしました。これまでこの事業は定額の委託事業として行

ってきましたが、来年度からは補助事業として組み直すということが経済産業省から打ち出さ

れたことを説明しました。次年度もこの事業は受託する方向で考えており、引き続き各機関と

情報共有しながら連携していきたいと考えている旨をお伝えしました。 

（参加者：25名） 

 

（2-2-3）イベントの実施 

① 「『好きを仕事にしたい！』～女性が知っておくべきお金のはなし～」【鳥取】7月10日開催 

EMIINA様プロデュースにより開催しました。合同会社アンサポの永松ゆき様を講師としてお

迎えしてセミナーを実施しました。開業届を出すとどうなるか、青色申告とは何かなどお金に

関するお話をして頂きました。 

（参加者：15名） 

 

② 「女性のためのお仕事・子育てお気軽相談会」を定期開催【広島】8月～1月 計5回開催 

「潜在層～起業準備者、起業したばかりの女性を対象に、起業座談会を開催しました。各回

図４ 連絡会議の様子 
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定員６名の少人数制で実施しました。 

マザーズコーチング講師の高田あや氏が進行役となり自由に話し合いを進める形式です。自

分の悩みをしっかり相談してもらい、さらなるステップアップのために、必要に応じて構成機

関に繋いでいます。 

 

③ 「ママのための『好き』×『得意』でシアワセ起業♡１dayセミナー＆交流会♡」 

【岡山】 9月13日開催 

輝くママ支援ネットワークぱらママ様のプロデュースで開催しました。天職研究をされてい

る佐藤香里先生による講演会と女性起業家4名によるトークイベントを実施いたしました。 

（参加者：31名） 

 

④ 「好きや特技を活かし自分らしい働き方を見つける第一歩」【島根】9月14日開催 

（株）Woman’s様の協力で軽食＆アイシングクッキーのワークショップと女性起業家の

SweetTime石川さおり様、カフェフルーツ山陰ギフトmoritani森谷典子様をゲストにお招きしト

ークディスカッションを行いました。 

（参加者：31名） 

 

⑤ 「小さな創業をきちんと続けるための創業セミナー～始める方、もう始めた方の準備編」 

【鳥取】10月16日開催 

EMIINA様プロデュースにより、おけいこドットコムの湊容子様（広島県）を講師にお迎えし

セミナーを開催しました。好きなことを仕事にしたい方、準備段階の方に向けてお話をいただ

きました。 

（参加者：7名） 

 

⑥ 「きらり＊女子フェスinとっとり」【鳥取】11月18日開催 

広島県で開催した「キラリ女子フェス」を鳥取へ横展開しました。EMIINA様プロデュースに

より地域に合わせた形でアレンジし、約20店のブースを出店。リトミックやベビーマッサージ

といったステージイベント等、子どもと一緒に楽しんで参加できる工夫が多くみられました。   

  (参加者：約70名) 

   

⑦ 「MY FAVORITE WORKSTYLE STUDY」【米子】1月27日開催 

（株）ナガトウ様プロデュースにより開催しました。女性起業家の皆さんによる出店もあり、

起業相談の窓口も設置。フリーアナウンサーの小片悦子様をお招きし,コミュニケーション力向

上セミナー」も実施しました。 

(参加者:100名) 

 

（2-2-4）「第2回中国地域女性ビジネスプランコンテスト SOERU」 

中国５県を対象とした女性のビジネスプランコンテスト（ＳＯＥＲＵ）を昨年に引き続き開催

しました。女性による既にスタートしている事業（事業開始５年以内）、もしくは女性創業予定
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者によるこれからスタートしようとする事業計画が対象です。フェーズ０，１(起業を決意･準備

し始める前の段階)の女性へのロールモデルの提示と成長意欲の高い女性起業家のサポートを目

的として開催しています。中国経済産業局、（一社）中国経済連合会、㈱日本政策投資銀行、(一

社)中国地域ニュービジネス協議会の4団体が共催で開催しています。 

 

①  応募者募集 

中国5県より54件の応募がありました。 

書類審査、現地訪問審査、審査員審査を経

てファイナリスト8名、ワークライフシナジ

ー賞2名、特別賞2名を決定。SOERUのホーム

ページでは、コンテストの概要説明、エント

リーの詳細、発表会参加募集、サポーター企

業の紹介などを行いました。 

・「中国地域女性ビジネスプランコンテスト 

SOERU」 ホームページ 

⇒ http://soeru.cnbc.or.jp/ 

 

② ファイナリスト発表会及び表彰式 

日時：平成30年12月10日（月）13：00～19：15 

場所：広島国際会議場地下2階コスモス 

 

起業女子応援ナビの活動に参加した人たちにも広く呼びかけ、ファイナリストの発表会を見

ていただき、ユニークな視点や事業化への工夫を知ることで自らの事業に対して新たな気づき

にしてもらいました。今年度はサポーター企業様から商品を提供していただき女性参加者100名

にノベルティーを配布しました。交流会では女性起業家の1分間PRタイムを設け、ご自身の事業

をPRしていただき、金融機関の相談ブースも設け、ネットワーク拡大に努めました。 

（発表会参加者：約200名  交流会参加者：約100名） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ ＳＯＥＲＵホームページ 

図６ パネルディスカッション 図７ ＳＯＥＲＵ表彰式 
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【表５ ＳＯＥＲＵ表彰結果】 

賞の名称 受賞企業名 受賞企業代表者氏名 

大 賞 

(※１) 

（株）petapeta 

（広島県広島市） 
代表取締役   山崎 幸枝 氏 

優秀賞 

(※２) 

（有）ｱﾌﾟﾄﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ 

（広島県広島市） 
代表取締役   児玉 範子 氏 

優秀賞 

(※３) 

（株）ﾜﾀﾅﾍﾞﾐｭｰｼﾞｯｸﾗﾎﾞ 

（広島県三原市） 
代表取締役   渡邊 朋子 氏 

優秀賞 

(※４) 

pa cherry b. 

（鳥取県西伯郡） 
代表      益村  千代 氏 

SOERU 

ファイナリスト 

（株）MMGｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙｻｰﾋﾞｽ 

（広島県広島市） 
代表取締役   宮井  ふみ子 氏 

Tint Color（ﾃｨﾝﾄｶﾗｰ） 

（広島県広島市） 
代表      田丸  曜子 氏 

（一社）ﾍﾙｽｹｱﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ協会 

（広島県広島市） 
代表理事    振本  恵子 氏  

Maker Space SCULAB* 

（岡山県津山市） 
下山  凜 氏 

ワークライフ 

シナジー賞 

Tiny Factory for Cats 

（広島県呉市） 
代表      福嶌  彩子 氏 

（株）nido 

（鳥取県鳥取市） 
代表取締役社長 中村 彩 氏 

特別賞 

OSHA very CAFÉ 

（広島県尾道市） 
代表      長光 祥子 氏 

なかよし薬局 

（岡山県岡山市） 
中山 智津子 氏 

(※１) 中国経済産業局長賞 

(※２) 一般社団法人 中国地域ニュービジネス協議会長賞 

(※３) 一般社団法人 中国経済連合会長賞 

(※４) 株式会社 日本政策投資銀行中国支店長賞 

 

 

 

 

 

  

 

 図８ ファイナリスト８名 図９ 受賞者記念撮影 
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③  サポーター企業(団体) 

41社 様には、ファイナリスト、受賞者を始め、今回コンテストにエントリーした女性起業家

への支援を引き続きいただいております。 

 

【表６ サポーター企業一覧表】 

EY 新日本有限責任監査法人 FAAVO島根 FAAVO広島 

(株)Woman’s (株)青山キャピタル (株)アデリー 

(株)イズミ 一畑電気鉄道（株） 国立大学法人岡山大学 

(株)オタフクホールディングス (株)サタケ (株)山陰合同銀行 

(株)システム工房エム (株)ジュンテンドー (株)シンギ 

(株)ストライプインターナショナル (株)ソアラサービス 田中食品（株） 

(株)中国銀行 中国電力(株) (独)中小機構基盤整備機構中国本部 

デリカウイング(株) (株)鳥取銀行 (株)八天堂 

(一社)ひろぎん経済研究所 広島ガス(株) 広島ガス東中国(株) 

(株)広島銀行 国立大学法人広島大学 (株)広島三越 

(株)広島リビング新聞社 ブリリアントアソシエイツ(株) (株)マルシン広告社 

三島食品(株) 三井物産(株)中国支社 行政書士森脇史子事務所 

(株)山口銀行 国立大学法人山口大学 両備ホールディングス(株) 

(株)ワーキンエージェント (株)山陽管理  

〈支援事例〉 

・コワーキングスペース１年間無償提供  ・事業展開のサポート ・自社販売商品の提供 

・商品へのアドバイス等        ・コラボ商品の開発   ・マスコミによる報道 

 

【表７ 協賛企業一覧表】 

中国電力(株) 三井物産(株)中国支社 東京海上日動火災保険(株) 

マツダ(株) 両備ホールディングス(株)  

 

（2-2-5）ホームページ、facebookでの情報発信 

「起業女子応援ナビ」のホームページでは、イベントの告知や報告などを掲載し、facebookでもホ

ームページと連動してイベントを中心に情報を発信しました。 

「SOERU」のトピックスもfacebookで発信中。サポート企業様との情報や受賞者の情報も提供中。 

【ホームページ】                  

 http://woman.cnbc.or.jp/  

【facebook】 

 https://www.facebook.com/kigyojyoshi/ 

 

https://www.facebook.com/kigyojyoshi/
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（2-3）情報発信活動 

会員のみなさまに適時適切な情報をお伝えできるよう事務局員一同努めております。 

（2-3-1）会員情報誌「Ｂａｃｋ ＵＰ」１４号、１５号を発行 

協議会の活動内容を会員のみなさまに知っていただくとともに、会員様以外に対しては活動の

紹介ツールとなることを目的に発行しました。2019年1月に発行した15号では、会長の年頭ご挨

拶の他、各支部活動の報告、受託事業の「第2回中国地域女性ビジネスプランコンテスト 

SOERU」結果報告の他、会員企業様の社員インタビューも掲載しました。 

 

（2-3-2）ホームページ、facebook、Instagram等での情報発信 

会員のみなさまに有益であろうと思われる情報については、適時、メール配信等で情報提供に

努めています。また、ホームページ上でアンケートを実施し、協議会活動に活かしております。

今後も、会員の皆様だけでなく一般の方からも見て頂けるようなホームページ制作を目指し、工

夫して参ります。 

【中国NBC ホームページ】⇒ http://www.cnbc.or.jp/ 

【中国NBC facebook】     ⇒ https://www.facebook.com/cnbc.kaiin/    

【中国NBC Instagram】    ⇒ c_nbc 

 

（2-3-3）会員向けメールマガジン発行日を変更 

会員の皆様の「メールの送信回数が多い」というご要望を受け、会員様の告知情報に限り、毎

月2回（第1水曜日および第3水曜日）に配信しています。中国NBCからの情報は、適時にお送りし

ています。また、告知情報は、ＨＰで確認できます。⇒  おhttp://www.cnbc.or.jp/mailmag 

 

（2-3-4）一般財団法人ひろぎん経済研究所の会員向け月刊誌『カレントひろしま』でのPR 

月刊6,500部を発行する『カレントひろしま』で過去のニュービジネス大賞受賞企業を今年度

も紹介して頂きました。掲載内容は、ニュービジネス大賞に応募した経緯、これまでの苦労され

たお話、これからの取組などについてです。会員の皆様だけでなく、一般の方にももっと弊協議

会の素晴らしい会員様の先進的な企業活動を知って頂きたいと存じます。 

来年度は、今年度開催した第2回ＳＯＥＲＵの受賞者、現在審査中の第27回中国地域ニュービ

図10 起業女子応援ナビのロゴマーク 図11 起業女子応援ナビfacebook 

http://www.cnbc.or.jp/mailmag
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ジネス協議会の受賞企業数社を取材し、掲載して頂く予定です。 

 

 

（３）ネットワーク拡大支援 

（3-1）支部活性化・交流事業 

【表７ 各支部での開催実績】 

支部 日 程 テーマ 参加数 

島根 

平成 30年 

8月 28日 

■支部イベント≪情報共有会＆講演会≫ 

場 所：グランアクイール 

第 1部：『中国 NBC活動情報共有会』 

第 2部：講演会 『内外金融経済情勢と山陰地域の情勢』 

               日本銀行松江支店支店長 花尻 哲郎 氏 

93名 

平成 30年 

12月20日 

■支部イベント≪講演会≫ 

場 所：浜田ワシントンホテルプラザ 

第 1部：基調講演『事業承継とニュービジネス』 

浜田市         市長 久保田 明氏 氏 

第 2部：パネルトーク『経営者の決断！』 

ﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰ ：浜田市          市長 久保田 章市 氏 

パネラー ：亀谷窯業(有) 代表取締役社長 亀谷 典生 氏 

パネラー ：(株)シーライフ  代表取締役 河上 清志 氏 

パネラー ：ｼｯｸｽ･ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｽ(有) 代表取締役 洲濱 正明 氏 

75名 

鳥取 
平成 30年 

10月 12日 

■支部＆女性部共催イベント≪講演会≫ 

場 所：国際ファミリープラザ 

第１部：基調講演『ニュービジネス振興に対する米子市の取組み』 

    米子市             市長 伊木 隆司 氏 

第 2部：『経営者の決断』 

デリカウイング(株)  代表取締役会長 細川 匡  氏 

   (株)サテライトコミニュケーションズネットワーク 

代表取締役 高橋 孝之 氏 

60名 

岡山 
平成30年 

11月29日 

■支部イベント≪報告会・講演会≫ 

  場 所：ピュアリティまきび 

 第１部：支部活動報告会 

 第 2部：中国地域ニュービジネス大賞・ＳＯＥＲＵ受賞企業講演会 

･『次世代作物で農業革命を、日本をバナナ輸出国に』 

（第26回中国地域ニュービジネス優秀賞） 

農業法人㈱Ｄ＆Ｔファーム  代表取締役 田中 哲也 氏 

･『なぜ板金屋が小屋の製造･販売をはじめたのか』 

(第26回中国地域ニュービジネス特別賞) 

㈱植田板金店              代表取締役 植田  博幸 氏 

･『暮らしを彩る、日本茶との出会いを届けること』 

(第1回ＳＯＥＲＵ ファイナリスト) 

日本茶セレクトショップ彩葉    代表 筒井 美穂 氏 

58名 
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支部 日 程 テーマ 参加数 

 備後 

平成30年 

5月17日 

■支部イベント≪講演会≫ 

『備後100年から考えるニュービジネス』 

場 所： RiM・ふくやま 

登壇者： 広島化成㈱      取締役会長 宮地 治夫 氏 

福山大学経済学部   教 授 張 楓 氏 

     

34名 

平成31年 

1月27日 

■支部イベント≪講演会≫ 

『熱い二人が着火するニュービジネス』 

場 所：  三原･八天堂カフェリエ 

登壇者： ㈱八天堂     代 表 取 締 役 森光 孝雅 氏 

     ㈱アイグラン   代 表 取 締 役 重道 泰造 氏 

     ㈱ソアラサービス 代表取締役社長 牛来 千鶴 氏 

37名 

全体 

平成30年 

７月9日～ 

平成31年 

1月29日 

全7回 

■«勉強会» 

『経営者セミナー』・・・情報産業協会共催 

 場所：第3ウエノヤビル ６F会議室他 

講師：㈱データホライゾン  代表取締役社長 内海 良夫 氏 

のべ 

175名 

広島 

平成30年 

5月24･25日 

■からくり改善®くふう展視察とマツダミュージアム見学会 

場所：マツダ本社工場 

のべ 

64名 

平成30年 

6月11日 

■支部イベント≪会員限定≫ 

『ビジネスリーダーを囲む会』  

場所：中国ＮＢＣ会議室 

講師：㈱酒商山田        代表取締役 山田 淳仁 氏 

   ㈱マエダハウジング    代表取締役 前田 政登己 氏 

   ㈱タイヨーパッケージ   代表取締役 野村 洋介 氏 

15名 

平成30年 

7月30日 

■支部イベント≪体感型セミナー≫ 

 『オタフク版ＤＡＳＨ村研修』 

  施設見学･釜炊き調理･お多福グループ人事部による講座 

場所：お多福グループ研修･福利厚生施設｢清倫館｣（山口） 

講師：オタフクホールディングス(株) 

代表取締役社長 佐々木 茂喜 氏 

21名 

平成31年 

2月8日 

■支部イベント«広島県･アクサ生命㈱･㈱hamoneiとの協同主催» 

『健康経営セミナー』 

  人手不足解消、企業の生産性向上に繋がる健康経営とは 

 場所：広島国際会議場 

  講師： ㈱八天堂         代表取締役 森光 孝雅 氏  

65名 

平成31年 

2月27日 

■「支部役員会（2019 年度企画会議）」 

場所：中国ＮＢＣ事務所 
11名 

山口 
平成30年 

5月15日 

■明治維新150年記念催事（岩国） 

場所：岩国国際観光ホテル 

 講演：｢藤岡市助の企業家精神に迫る｣ 

岩国微古館    副館長 松岡 智訓 氏 

｢柏原伸二会長の企業家精神に迫る｣ 

㈱カシワバラ・コーポレーション  

    会 長 柏原 伸二 氏 

60名 
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支部 日 程 テーマ 参加数 

山口 

平成30年 

8月2日 

■明治維新150年記念催事（宇部） 

 場所：宇部興産㈱宇部本社 

 講演：｢宇部出身・渡邊祐策翁の軌跡｣ 

宇部興産機械㈱ 元常務取締役 渡邊 裕志 氏 

50名 

平成30年 

11月 7日 

■明治維新150年記念催事（萩） 

場所：国指定重要文化財 熊谷家住宅（熊谷美術館） 

講演：｢明治150年における資本主義の原点回帰｣ 

コモンズ投信㈱     会長 渋澤 健  氏 

｢毛利家の末裔が現代の経済人に伝えたいこと｣ 

       （公財）毛利報公会   会長 毛利 元敦 氏 

84名 

 

 

【表８ 各支部での女性部会開催実績】 

支部 日 程 テーマ 参加数 

岡山 

平成30年 

4月18日 

■民事信託についての勉強会 

講 師： 行政書士            森脇 史子 氏 

 

7名 

平成30年 

5月9日 

■備前長船刀剣博物館・川島一城日本刀鍛錬場の見学会 

 講 師：                 川島 一城 氏 
8名 

平成30年 

6月13日 

■知的財産権についての勉強会 

 場 所： 岡山シティホテル厚生町 

講 師： 中国経産局地域経済部産業連携課 清棲 保美 氏 

11名 

平成30年 

9月12日 

 

■「人脈マスター」についての勉強会 

 場 所： システムズナカシマ岡山支店 

 講 師： システムズナカシマ岡山支店長  沼元

ぬ も と

 昇 氏 

 

8名 

平成30年 

10月24日 

 

■ランチミーティング（近況報告会） 

 場 所： まつのき亭 

 

9名 

平成30年 

11月29日 

■細川匡会長を囲む会 

 場 所： ピュアリティまきび 
8名 

平成31年 

1月16日 

■ランチミーティング（次年度の予定と近況報告） 

 場 所： 北前そば髙田屋 
8名 

平成31年 

2月10日 

■セミナー「温羅カフェ」 

 場  所： 語らい座 大原本邸 

 パネラー：                浅原 真弓 氏、 

 パネラー：                筒井 美穂 氏 

 パネラー：                中山 忍  氏 

25名 
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図13 広島支部催事（7月） 

支部 日 程 テーマ 参加数 

広島 

 

平成30年 

4月10日 

■「平成 30年度企画会議」 

場 所： 中国ＮＢＣ事務所 
10名 

平成30年 

5月10日 

■「平成30年度具体的な活動方針に関する会議」 

場 所： 中国ＮＢＣ事務所 
8名 

平成30年 

7月10日 

■交流会「第1回ＳＯＥＲＵ ファイナリストのお祝いと情報交換」 

場 所： ㈱harmonie 本社 
18名 

平成30年 

9月18日 

■交流会「ピジョナリー社長を囲む会」 

場 所： ㈱アイグラン庚午オフィス、あい保育園 

内 容： 重道社長のご講話、保育園見学、懇親会 

17名 

 

平成30年 

12月27日 

 

■交流会「広島支部役員及びSOERU受賞者合同」 

場 所： ジャパル ナカタケ 
18名 

平成31年 

3月11日 

■「2019年度企画会議」 

場 所： 基町クレド パセーラ3Fのsofa(BOOK and CAFA） 
9名 

山口 

平成30年 

8月23日 

■山口支部女性部会 （8月例会） 

場 所： ルルサス防府 会議室 

内 容： 情報共有会 

8名 

平成30年 

11月7日 

■山口支部女性部会 （11月例会） 

場 所： 萩・明倫学舎 

内 容： 情報共有会 

4名 

平成31年 

2月21日 

■山口支部女性部会 （2月例会） 

場 所： ルルサス防府 会議室 

内 容： 次年度活動方針協議、情報共有会 

4名 

 

 

  ※下記写真8枚は支部催事の一例です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図12 山口支部催事（５月） 図14 備後支部催事（5月） 
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（４）新事業創出支援 

バイオマス・ファインケミカルズ・リファイナリー産業創出事業 

最近、石油由来の樹脂製品廃棄物による環境への影響が懸念されており、バイオマス原料を活用

した地球にやさしい産業創出が見直されています。弊協会では、中国経済産業局の補助事業として

平成２２年度より開始したバイオマス利活用による新産業創出事業を継続して実施しています。本

年度は、地域内外の関連事業者、大学・公設試等の連携による具体的な事業化推進を実施しました。 

 

（4-1）「セルロースナノファイバー」利活用事業化支援 

中国経済産業局「平成30年度地域中核企業創出・支援事業（機能材料活用による新事業創出事

業）」、岡山県「おかやまグリーンバイオ・プロジェクト」に参画して、中国地域内を中心とする産

学官金連携の推進、「エコプロダクツ2018」、「新機能材料展2018」等への参加による販路開拓支援

等の事業化推進を支援しました。 

 

（4-2）バイオマス・リファイナリー産業創出事業化支援 

（一社）中国地域ニュービジネス協議会の会議室で、技術情報・講演会等の情報交換会議を開催

しました。 

 

① 放置竹林の整備事業 

・安芸高田市、竹原市、呉市等で竹林整備を推進している団体関係者が参加しました。 

開催：平成30年6月(8名参加)、8月(9名参加) 

 

② バンブー・リファイナリー産業創出事業 

・安芸高田市・竹原市・呉市等で幼竹素材活用を推進している団体関係者が参加しました。 

・高さ１ｍ程度に伸びきったタケノコを原料として「食品製造」を計画しております。 

開催：平成31年１月(11名参加) 

 

③  中国経済産業局電子広報誌「ちゅうごく地域ナビ」への投稿 

「天然由来の甘味料を使用した機能性食品」と題して記事を投稿しました。 

（真庭バイオマスラボ商品化第１号販売開始） （平成30年5月号） 

以上 

図15 島根支部催事（12月） 図16 鳥取支部催事（10月） 図17 岡山支部催事（11月） 


